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A．研究目的 

本研究の目的はデジタル機器及びソーシャル・ネ

ットワーキング・サービス (SNS）の使用がメン

タルヘルスに与える影響を解明することである。 

 

Ｂ．分担研究方法 

「デジタル機器の眼科的問題」に関する研究論文

のレビューを行った。 

 

C.研究結果と考察 

１-1 論文検索・その他 

PubMed を使用して digital device and eye で

検索した結果 1748 の論文が抽出された(アク

セス日；2021 年 11 月 2 日)。そのうちシステ

マティックレビューが 11 編あり、近視関連が

２編、ブルーライトカットレンズ関連が 2 編

であった。 

なお、2022 年 3 月に開催された第４７回日本

小児眼科学会のシンポジウム「小児を取り巻

くデジタルデバイスの諸問題」でも近視進行、

ドライアイ、眼精疲労、調節痙攣、内斜視の増

加がとりあげられた(VIC2)。 

1-2 結果 

現在報告されているデジタル機器の眼科的問

題は以下のとおりである。 

1） 近視 

近業は近視の増悪要因として疫学的知見が多

く、携帯型のデジタル機器を長時間視聴する

ことにより特に青少年の近視が進行する可能

性がある。近視の程度が―６ジオプターを超

える強度近視になると、失明の危険のある網

膜剥離、緑内障に罹患する危険性が増加し、深

刻な公衆衛生上の問題になりうる。Lanca ら

[1]はデジタル機器の使用と近視の関連につ

いて１５編のシステマティックレビューを行

った。横断研究とコホート研究では３歳から

１９歳までの小児 49789 名が含まれ、視聴時

間と近視に関連を認めた。一方、20889 例を

含む他の５つの研究について行ったメタ分析

では近視のオッズ比は 1.02 であり、関連はな

いとしている。以上から、視聴時間の測定を含

めたさらなる検討が必要と述べている(IC2)。

Foreman ら[2] はデータベースから抽出され

た 3325 編の論文の中で、33 編のシステマテ

ィックレビューと 11 編のメタ分析論文を見

出した。その結果、携帯端末の単独使用(オッ

ズ比 1.26）ならびにパソコンとの併用(オッズ

比 1.77）と近視に関連を認めた(IC2）。対象数
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のばらつき（155-19934）、平均年齢が幅広い

こと（3－16 歳）、視聴時間がアンケートで質

問方法が異なること、などの問題点を指摘し

ている。 

2） 羞明、眼痛、頭痛、疲れ目 

Digital Eye Strain(DES)という用語が使われ[3,4]、

疲れ目症状を訴える人が増加したとするアンケ

ート調査の結果が報告されている[3-11](ⅤC1).

特に COVID-19 の流行と近年のデジタル機器普

及、GIGA スクール構想に伴い、成人においては

在宅勤務、生徒においてはリモート授業やパソコ

ンを使用した授業が急速に増加した。Zhong らは

[11]、疲れ目などの眼症状以外に抑うつ、不安な

どの精神症状とデジタル機器使用に関連がある

ことを示している(ⅤC1)。 

3） ドライアイ 

デジタル機器が発するブルーライトにより、ドラ

イアイの発症や悪化が基礎実験[12-14]と臨床研

究[15]により示唆されている(ⅤC1)。COVID-19

の流行にともない、ドライアイが増加していると

報告され、外出自粛やデジタル機器の使用増加が

関連していると考えられる[16](ⅤC1)。ドライア

イはメンタルヘルスと関連がある疾患であり、デ

ジタル機器の使用がドライアイの発症とメンタ

ルヘルスの悪化につながることは十分ありうる

[17](ⅤC1)。 

4） 内斜視 

スマートフォンのような画面が小さいデジタル

機器を見続けることで内斜視を発症し、重症例で

は手術が必要になるとされている[18](ⅤC1)。 

5） ブルーライトカットレンズの有効性 

Lawrenson [19]らはデジタル機器を使用する際

のブルーライトカット眼鏡の効果について 3編の

研究のレビューを行い、疲れ目症状、睡眠、黄斑

部への影響を検討した結果、明確なエビデンスは

まだないとした(ⅢC1)。Vagge[20] らはブルーラ

イトカット眼鏡とブルーライト遮光眼内レンズ

の疲れ目症状、睡眠、黄斑変性への影響について

レビューを行った結果、ブルーライトカットレン

ズの臨床応用を推奨できるような強いエビデン

スはまだ乏しいとした(ⅢC2)。 

1-3 まとめ 

デジタル機器の眼科的問題は、画面が小さい

こと、近い距離で作業すること、文字が小さく

動画もあること、光源でありブルーライト成

分の多い発光ダイオードであることに由来す

る。特に青少年は成人より近い距離で視聴し、

眼内に入るブルーライトも成人の 2，3 倍多い

ために影響が大きい。これらのデジタル機器

の特徴から、眼の異常との関連が懸念され、す

でに多くの研究が行われてきている。近視と

ブルーライトカットレンズに関する研究が最

も多く、デジタル機器と近視進行との関連、ブ

ルーライトカット眼鏡の効果を示唆する報告

もあるが、強いエビデンスをもって社会や医

療界に提言を行う水準にはいまだ達していな

い。今後、さらに客観的方法、標準的研究方法

が確立され、検証を進めることが望まれてい

る。デジタル機器が眼疾患の発症や悪化につ

ながる可能性があることは、特にデジタル機

器が急速に低年齢の世代にも普及しつつある

青少年にとって喫緊の問題であり、継続的な

研究が必要と考えられる。 
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